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地 域 と 共 に 成 長 を ！
　徳島市八多町で駆け出したばかりの仲間、浜口佳予
（はまぐちかよ）さんを紹介します。
　浜口さんは大阪で教員をしていましたが、自然を大
切にした農業がしたいと思い、有機農法について学ぶ
ために徳島に来ました。
　有機農法について研修を受けた後、活動拠点を探す
際に相談を受け、八多町を紹介したところ、豊かな自
然と人の暮らしが共存していて、一目でここが良いと
思ったそうです。
　浜口さんが挑戦しているのは水稲と不耕起の野菜栽
培です。昔ながらの米づくり体験や畑の講座など消費
者への農業体験も行っているそうです。
　浜口さんは、「都会で生まれ、全く知らなかった農業の現場。自分で
育ててみて、その大変さと農家さんの偉大さを初めて知りました。今ま
で食べる瞬間の姿しか知らなかったけれど、野菜やお米にも花の姿、枯
れた姿、種の姿があって、いのちなんだと改めて実感することができま
した。」と日々新鮮な経験をしている様子。
　時代の変わり目、子どもたちの世代により良い日本をつなぐのが夢だ
とのことで、地域の学童保育にも関わり、「地域の様々な世代の方から
学ばせていただきありがたい。」と語っています。
　今後も地域と共に成長してもらいたいと願っています。

有機農法に取り組む浜口さん

取材を終えて
　有機農法は大変
ですが、真剣に取
り組んでいます。
地域にも積極的に
貢献してくれてい
て、今後の活躍に
期待をしています。

多家良地区 農業委員
瀬畑　俊夫



令和７年度の最適化活動の目標

令和６年度の活動目標及び点検・評価

　農業委員会は、農業委員会等に関する法律に基づき、農地等の利用の最適化活動を実施することとされて
おり、毎年度目標を設定し、点検・評価を行っています。
※最適化活動とは …… �①担い手への農地集積・集約化、②遊休農地の発生防止・解消、③新規参入の促進の３つの取組み

を指します。
１　成果目標
　⑴　農地の集積（令和 11 年度末までに、担い手への農地集積率 67％を目指す。）

現　　状 管内の農地面積 これまでの集積面積 集積率
2,980ha 904ha 30.3％

目　　標 今年度の新規集積面積 今年度末の集積面積（累計） （目標）今年度末の集積率
219ha 1,123ha 37.7％

　⑵　遊休農地の発生防止・解消

現　　状
直近の利用状況調査により判明した遊休農地の状況

１号遊休農地（※１）面積 うち緑区分（※２）の遊休農地面積 うち黄区分（※３）の遊休農地面積
47ha 20ha 27ha

目　　標 緑区分の遊休農地の解消目標面積 前年度に新規発生した緑区分の遊休農地の解消目標面積
4ha 9ha

　※１　１号遊休農地とは …… �現に耕作されておらず、今後も耕作される見込みがない農地
　※２　緑区分とは …… �１号遊休農地のうち、草刈り等を行うことにより、直ちに耕作可能となる農地
　※３　黄区分とは …… �１号遊休農地のうち、草刈り等では直ちに耕作することはできないが、基盤整備事業の実施など

農業的利用を図るための条件整備が必要となる農地
　⑶　新規参入の促進

現　　状
令和４年度新規参入者 令和５年度新規参入者 令和６年度新規参入者

8経営体 16経営体 17経営体
1.9ha 3.6ha 3.8ha

目　　標 新規参入者への貸付等について農地所有者の同意を得た上で公表する農地の面積
12.2ha

２　活動目標
　⑴　推進委員等が最適化活動を行う日数　　⑵　活動強化月間の設定　　⑶　新規参入相談会への参加
　　　　７日／月　　　　　　　　　　　　　　　　３回　　　　　　　　　　　１回

詳しくは徳島市ホームページの農業委員会事務局のページ
https://www.city.tokushima.tokushima.jp/shisei/shiyakusho/ka_ichiran/nogyo_iinkai.html
の「最適化活動の目標及び点検・評価」の項目にあります。

１　成果目標及び実績
　⑴　農地の集積

目標・実績 農地集積率　目標 農地集積率　実績
36.8％ 30.0％

点検結果 担い手への農地集積を進めたが、担い手である法人の解散等もあり、目標には届かなかった。
　⑵　遊休農地の発生防止・解消

目標・実績 緑区分の遊休農地　解消目標 緑区分の遊休農地　解消実績
4ha 3.1ha

点検結果 利用状況調査、利用意向調査の他、随時見回りや指導などを行ったが、目標には届かなかった。
　⑶　新規参入の促進

目標・実績
新規参入者への貸付等について農地所有者の同意を得た上で公表する農地の面積

目　　標 実　　績
11.4ha 4.7ha

点検結果 農地の出し手情報をホームページへ掲載する他、声掛けなど新規参入希望者への農地情報提供に努めた。
２　活動目標と実績
　⑴　推進委員等が最適化活動を行う日数　　⑵　活動強化月間の設定　　⑶　新規参入相談会への参加
　　　　目標７日／月　　　　　　　　　　　　　　目標３回・実績４回　　　　目標１回・実績１回
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農地の賃借料情報
　令和６年１月から 12月までに締結（公告）された、徳島市の市街化調整区域内の農地の賃貸借（利用権
設定）における賃借料水準（10ａあたり年額）は、次のとおりです。

地　　区 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 算出データ数

大地区１（南部）
（多家良・勝占・上八万・入田） 11,714 20,483 ��4,100 148

大地区２（西部）
（不動・国府・南井上・北井上） 14,484 30,000 ��4,667 255

大地区３（北部）
（川内・応神） 21,461 40,866 ��7,364 148

大地区４（その他）
（大地区１～３に含まれない地区） 15,000 15,000 15,000 �����6

（注）１　この情報は、法的な効力・決定力を持つものではなく、あくまで参考値です。
　　 ２�　この情報は、全ての作物についての平均値を算出したものです。作物の種類や、裏作の有無、ハウス栽培施設の

必要性などによって異なりますので詳しくはお問い合わせください。

� 【問い合わせ先】徳島市農業委員会事務局　TEL 088-621-5393

農地の相談は農地の相談は
［農業委員］［農業委員］又は又は
［農地利用最適化推進委員］［農地利用最適化推進委員］へへ
●�高齢で耕作できないので、誰かに農地を貸　
したい。

●規模拡大のため農地を借りたい。

●�新たに農業を始めたいので、農地の情報を　
知りたい。

など、地域の担当委員までお気軽にご相談くだ
さい。
　地域の「農業委員・農地利用最適化推進委員」
は、農業委員会ＨＰの「農業委員と農地利用最
適化推進委員」の項をご参照いただくか、お問
い合わせください。

【問い合わせ先】
　徳島市農業委員会事務局
　TEL 088-621-5394

農地の
違反転用

―農地転用には許可（市街化区域内は届出）が必要です―

農地転用とは？
　農地を住宅、太陽光発電設備、駐車場、資材
置場など農地以外の用地に転換することです。
　農地転用をするには、農地法に基づく手続き
が必要です。（一時転用含む。）
※�農業用施設を設置する場合も手続きが必要で
す。

無断で転用すると・・・
・�工事の中止や原状回復等の命令がなされるこ
とがあります。

・�３年以下の拘禁刑または 300 万円（法人は
１億円）以下の罰金を処せられることがあり
ます。

★�農地の転用をお考えの場合は事前にご相談
ください。

　問い合わせ先：農業委員会事務局
　　　　　　　　TEL 088-621-5393
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農業委員会　視察研修報告
●視察概要
１　日　程　　令和７年２月 18日（火）～ 19日（水）
２　視察先　　１日目　①�今治市農林水産課（愛媛県今治市）
　　　　　　　　　　　②�㈱万田発酵（広島県尾道市）
　　　　　　　２日目　③�松山市農業指導センター（愛媛県松山市）
　　　　　　　　　　　④�さいさいきて屋（愛媛県今治市：自由見学及び昼食）
３　参加者　　農業委員・農地利用最適化推進委員�16 人　　事務局職員�１人

●視察報告
　① 今治市農林水産課
　　�　今治市は古くから食と農のまちづくりの取組みを行っており、昭和 57年に争点となった学校
給食の自校式調理場への転換推進派の新人市長が誕生したのを皮切りに、地元農協による有機農
業研究会の立上げや市長への陳情による有機農産物の給食への導入が実現、昭和 63年には議員

発議による「食料の安全性と安定供給体制を確立する都市宣言」を
議決しています。以降、給食米の特別栽培米への切替え（平 11）
のほか、地元産小麦使用のパン給食開始（平 13）などの取組みを
進め、平成 18年に「今治市食と農のまちづくり条例」を制定して
おり、地産地消、食育推進、有機農業振興への様々な支援策も充
実しているようでした。市のコンセプトとともに、地域住民が一
体となって取組んだすばらしい事例に触れることができました。

　② ㈱万田発酵（HAKKO パーク）
　　�　肥料や健康食品としての主力商品である「万田酵素」について、開発までの取組みや酵素によ
る発酵の働き、商品の製造過程の紹介などの他、工場見学や菜園の展示が誰でも無料で楽しめる、
公園のような施設になっています。ガイドツアーに参加し発酵について学んだほか、パーク内の
見学を行いました。パークには、万田酵素を使用して栽培した大根が２年前に「最も重い大根」
としてギネス世界記録に認定されたとの展示があり、菜園でもかなり大きな大根が栽培されてい
ました。また、野菜を使ったイベントなども実施しています。民間の施設ではありますが、農業
にふれあい、親しみを持ってもらえる取組みもされていると感じました。

　③ 松山市農業指導センター
　　�　市町村による運営では、四国で唯一の農業研究機関であり、園芸作物の技術研究や栽培指導、
新規就農研修等行っています。産地支援策として、松山市は「ユーカリ」や「アボカド」といっ
た珍しい品目を試験栽培し推進しており、それぞれの特性や普及状
況を伺うことができました。ユーカリは枝物として出荷され、害虫
や鳥獣被害の少ない作りやすい品目だとのことです。新規就農者育
成にも注力し、職員の派遣や SNS等を活用した技術指導等も行っ
ているそうです。市民農園も開設しており、ほ場の見学を通じて質
疑応答も活発に交わし、見識を深めることができました。

　④ さいさいきて屋
　　�　平成 19年度にオープンしたＪＡおちいまばりの地産地消型地域農業振興拠点施設。直売所で
の品ぞろえの見学の他、農家レストランで昼食をとり、地元産の農畜水産物を堪能しました。

●�今回の視察では、他市の行政による農業振興への取組み姿勢を知ることができました。特に今治市
はまちをあげて地域で食と農の経済循環をしっかりと考えて取り組んでおり、本市でも農地の保全
や若い世代が農業を職業として選びやすくなるような取組みを考えていかなければならないと感じ
ました。
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徳島市が保有している「スマート農業機器」を貸出します！

スマート農業研修会「農業経営にすぐ役立つＤＸと生成ＡＩとは？」

　農業分野では、担い手の減少や高齢化により労働力不足が深刻な課題となっています。
　こうした課題の解消に向け、スマート農業機器を試用する機会をつくりました。

【対象者】
　(1) 申請時に市内に居住し、市内のほ場で生産する農業者
　(2) 申請時に市内に本拠を置き、農作物の生産を行う法人
　　　※自家消費のみの人などは対象外

【貸出機器及び貸出期間】
貸出機器 貸出期間

●水田水位センサー＋給水ゲート＋ソケットホース
　（ほ場の水位をスマートフォンで確認し、遠隔操作で入水、止水ができます。） １か月以内

●マッスルスーツ
　（装着型の作業支援ロボットで腰の負担を軽減します。） ２週間以内

●一輪車電動化キット
　（手持ちの一輪車を電動化し、重たい運搬作業の負担を軽減します。） ２週間以内

【利用料】
　無料
　※�ただし、貸出機器の運搬にかかる費用、貸出機器の亡失、毀損、故障、事故発生に伴う負担費用等貸出
期間中にかかる費用は、借受者の負担となります。

【貸出機器の利用範囲】
　(1) スマート農機の導入検討に必要な効果の検証
　　　※�「スマ－ト農機試用報告書」を貸出機器返却後１か月以内に提出して

いただきます。
　(2) スマ－ト農機の普及・啓発

【手続及び必要書類】
　貸出希望者は、随時受け付けておりますので、まずはお問い合わせください。

　生成ＡＩの最近の動向や課題等について講演いただいた後、スマホでの実習を通じて、徳島の農家の現状
に応じた、農業経営にすぐ役立つ生成ＡＩについてご紹介いただきます。
　ぜひ、ご参加ください。

　　　　【開催日時】　令和８年１月７日（水）午後１時～午後３時 30分
　　　　【開催場所】　徳島市立考古資料館研修室
　　　　【講　　師】　株式会社日本農業サポ－ト研究所　代表取締役　福田　浩一氏

「スマート農業」とは … �ロボット技術や情報通信技術（ＩＣＴ）を活用して、省力化・精密化や
高品質生産を実現する等を推進している新たな農業。

　 （例：スマホで操作できる水田の水管理システムやアシストス－ツ等）

●問い合わせ先●
徳島市農林水産課 産地づくり係　TEL 088-621-5252・5248
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農振除外・農地転用許可前に地域計画の変更手続きが必要となりました農振除外・農地転用許可前に地域計画の変更手続きが必要となりました

農地の貸借方法が変わりました
　農地の所有者（貸し手）と農地の耕作者（借り手）との相対での貸し
借りは廃止され、農地中間管理機構を通じた促進計画による農地の貸借
に一本化されました。
　農用地利用集積等促進計画の申出書は、農業委員会事務局で受付して
いますが、受付から公告までは、約３～４カ月程度の処理期間がかかり
ます。
　既に利用権設定がされている契約（相対）については、契約期間満了
日まで有効です。
　このほか、農地の貸借には、農地法第 3条に基づく手続きがあります。

問い合わせ先　徳島市農業委員会事務局　TEL 088-621-5393

農地の所有者（貸し手）

農地中間管理機構

農地の耕作者（借り手）

農業者年金に加入しませんか！
●加入要件
　・65 歳未満（60歳以上は国民年金の任意加入被保険者）
　・国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）
　・年間 60 日以上農業に従事
●保険料
　月額２万円～６万７千円は自由に選べます。
　※35歳未満で政策支援加入の対象とならない方は、１万円から加入可能。
●一定の要件を満たす農業者には、保険料の国庫補助があります。
　　（政策支援加入）
　　
　　農業者年金のお問い合わせは
　　徳島市農業委員会事務局　TEL 088-621-5394　まで
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徳島市のホームページに貸したい・売りたい農地の情報を掲載しています！
　徳島市農業委員会では、新規就農者や経営規模を拡大したい農業者に向けて、耕作や管理ができな
くなった農地の情報の提供をしています。随時更新していますので、興味のある方はホームページを
ご覧ください。

♦借りたい人・買いたい人
　ホームページに掲載している農地の詳しい情報については、お問い合わせください。

♦貸したい人・売りたい人
　市内に耕作目的で貸したい農地・売りたい農地をお持ちの人はご連絡ください。
　※必ず耕作者が見つかるわけではありません。

【問い合わせ先】徳島市農業委員会事務局　TEL 088-621-5393

農地パトロールを実施します
　農業委員会では、遊休農地の発生や違反転用を防ぐため、農地法に基づき毎年、農地の「利用状況
調査」（農地パトロール）を実施しています。今年も、8月から 10月にかけて、農業委員と農地利用
最適化推進委員が市内全域の農地を調査します。農地に立ち入ることもありますので、ご理解とご協
力をお願いします。

遊休農地解消に向けて、 
農家の皆様のご協力をお願いします

◆定期的に草刈りをして農地を管理しましょう
　農地の所有者は農地を守る義務が農地法によって定められています。
　耕作放棄された農地は、雑草が生い茂り、種の飛散や害虫が発生します。また、近年増え続けるイノ
シシなど有害鳥獣の隠れ場所になるなど、近隣の農地の所有者及び使用者や住民に迷惑がかかります。
　農地の所有者の方は、草刈りなど適正な管理をお願いします。

【問い合わせ先】徳島市農業委員会事務局　TEL 088-621-5393

相続などによって農地の権利を取得したときは
農業委員会への届出が必要です！

　相続などで農地の権利を取得した場合は、法務局での登記完了後に農業委員会への届出（農地法第
３条の３の規定による届出書）が必要です。
　また、賃借権を相続した方は、別途申請に必要な書類がありますので、農業委員会までご相談くだ
さい。
※令和６年４月１日から法務局への相続登記の申請が義務化されています。

【問い合わせ先】徳島市農業委員会事務局　TEL 088-621-5393
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全国農業新聞を購読しませんか！
全国農業新聞は、経営や暮らしに役立つ情報がいっぱいの農業総合専門誌です。
　発行日　毎週金曜日（月４回）
　発行所　全国農業会議所
　購読料　１か月 700 円（税込み）
購読のお申し込みは、徳島市農業委員会事務局　TEL 088-621-5394　まで

令和７年５月１日から徳島県全域で宅地造成または特定盛土等規制区域が指定されました
　指定された区域内（宅地造成等工事規制区域・特定盛土等規制区域）で、一定規模以
上の盛土・切土・一時的堆積を行う場合は、事前に許可または届出が必要となります。
　詳しくは、右記のＱＲコードから徳島県盛土防災ポータルサイトをご覧いただくか、
下記の問い合わせ先へご連絡ください。

【問い合わせ先】
徳島県 県土整備部 都市計画課 盛土防災・事前復興担当　TEL 088-621-2596　まで

「田畑もご縁も実らせ隊」「田畑もご縁も実らせ隊」
（登録型お見合い事業）

登録者を募集しています

　徳島市農業後継者パートナー事業推進協議
会（徳島市農業委員会・ＪＡ徳島市）では、
農業後継者の婚活をサポートしています。会
員登録していただいた方に１対１の出会いの
場を提供します。
　まずは登録から始めてみませんか。

詳しくは…
徳島市ホームページをご覧いただくか、
徳島市農業委員会事務局
TEL 088-621-5394
までお問い合わせください。

登録できるのは……
　20歳以上の方で、
　①�徳島市で農業に従事している方か、�
農家の後継者

　または、
　②�①の人と結婚し、徳島市に住んでもよ
いと考えている方です。

登録型お見合い事業ＱＲコード▶

農業恋活イベント

恋の収穫祭恋の収穫祭
～いちごハウスでつかまえて～～いちごハウスでつかまえて～

を開催しました

　徳島市農業後継者パートナー事業推進協議
会では、令和７年２月 16日（日）に農業恋活
イベントを開催しました。
　当日は、男性 12人、女性９人の方に参加し
ていただきました。
　大松町のいちごハウスで、グループに分か
れて、重さ当てゲームを行ったり、いちご狩
りをしながらトークを楽しみました。その後、
ＪＡ勝占事務所に移動し、プロフィールカー
ドを用いながら１対１のフリートークを行い
ました。参加者から「いちご狩りでいろいろ
人と交流ができた」と好評価をいただきまし
た。
　結果、３組のマッチングが成立しました。

▲徳島県盛土防災
　ポータルサイト
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